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3 次元非線形解析 

門柱の耐震性能照査は、地震時保有水平耐力

法にて行います。また、函渠は、函渠縦断方向

の変形を静的に算定し、函体に生じる曲げモー

メント及びせん断力が、それぞれ、終局曲げモ

ーメント及びせん断耐力以下であることを照査

します。 

上記照査では非線形解析を用いますが、標準

設計制定以前の樋管や補強済みの樋管は躯体形

状が複雑で、樋管汎用プログラムではモデル化

が困難となります。 

そこで、弊社では 3 次元非線形解析プログ

ラムを導入し、躯体形状が複雑な樋管につい

て、立体的に部材モデルを構築することで、

精度良い解析を行なっています。 
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樋門の耐震設計は、平成 19 年『河川構造物の耐震性能照査指針（案）』（平成 24 年 2月改訂）の規定に

より、「レベルⅡ地震動においても、所定の耐震性能を確保する事」を目的に、樋管の限界状態を算定しま

す。 

近年では、巨大地震発生の懸念から、既設樋管の耐震性能照査の実施が急務となっていますが、既設樋管

は、構造細目が不明で形状が複雑であり、変形解析モデルの作成が困難です。 

そこで、弊社では、配筋調査や 3 次元非線形解析プログラムを使用し、既設形状に応じた精度の高い解

析を実施しています。 

業 務 実 績 

➣小丸川樋管耐震性能照査設計業務 

(H.23 年度) 

：国交省 九地整 宮崎河川国道事務所 

配筋調査・再現設計 

既設樋管の構造諸元が机上調査等で不明の

場合は、設計当時の規準等を参考に復元設計

計算を行い、配筋状況を推測しますが、弊社

では主要箇所について、ハツリ調査を実施

し、目視で配筋状況を確認します。ハツリ調

査では、既設躯体への影響を考慮し、電磁レ

ーダーで予め鉄筋位置を予測し、最小限のハ

ツリ範囲を設定します。 
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配筋調査状況 
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